
地域のリスクを知り、避難を考える

地震・建物倒壊

川崎市直下型地震を想定

火災延焼

延焼クラスターに指定

津波

浸水想定区域あり

正しく知って、安心して暮らすために
それぞれのリスクを一緒に確認し、対応について考えましょう

令和８年度

東門前３丁目町内会

防災まちづくり
防 災 講 座

川崎市0520
全スライド共通
配布資料でホチキス留めをす
ることを考慮してスライドの
下の隙間を空けていただくよ
うにお願いいたします。
【IDA0625】
綴じ代を上下１cｍずつ設け
ました ー地震編ー



地震・火災 近年の事例：令和６年 能登半島地震

720名が犠牲
（うち災害関連死492名）

焼失棟数

約240棟
出典：総務省消防庁

「第３回輪島市大規模火災を踏まえた
消防防災対策のあり方に関する検討会 資料より」

大規模火災になった理由

木造の古い建物が密集していた

消防車が狭い路地に入れなかった

断水・防火水槽損壊で消火困難 など

東門前3丁目にも共通する条件があります → 次ページ以降へ

火災

輪島朝市通りで発生した火災＝１月２日午前

建物倒壊

倒壊したビル＝２日正午、輪島市河井町（ドローンから）

川崎市0520
最新の数字にしていただきたいで
す。
？災害関連死だけが増え続けてし
まう？
【IDA0625】
内閣府とりまとめの最新情報に更
新しました。お見込みのとおり、
災害関連死が増加しています。

出典：内閣府（令和8年3月31日時点）
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－川崎市直下型地震－ 東門前3丁目の建物倒壊リスク

川崎区の想定被害

全壊棟数 6,543棟

焼失棟数 3,987棟

死者数 235名

出典：H24川崎市地震被害想定

東門前3丁目の場合

250m四方の区画内で
50〜100棟 の全壊が想定

→近所の家が倒れると
逃げ道が塞がれる危険も

平成12年以前の木造住宅は無料耐震診断を！

出典：かわさきハザードマップ

東門前3丁目

約
2
5
0
ｍ

約250ｍ

① 地震

最大震度 6弱

木造住宅耐震診断士
派遣制度

川崎市0612
今回はマイタイムライン作成ということで、
災害リスクにプラスして避難行動に重きが
あるかと考えています。
そのため、災害リスクごとに避難行動のス
ライドを追加したいです。
以下、イメージとしてスライドを追加して
おります。
【IDA0625】
ご指摘のとおりかと思いました。以下、対
応しております。

川崎市防災まちづくり推進課
TEL: 044-200-3017
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0626川崎市
今年度より制度対象
を拡充しております
ので修正しました。



・揺れに対する避難行動を追記いただきたいです。
・下記は備える。かわさきのp.5から引用しています
・元データをご用意できるかは確認します
・考え方のイメージとしては、「揺れが起こったら、情報収集や隣近所での助け
合い等々とともに（を兼ねて）、ひとまず一時避難場所に行く（※一時避難場所
は地域で決めるものであり、広域避難場所も一時避難場所として捉える）」
【IDA0625】
図はそのまま採用しております。

－川崎市直下型地震－ 揺れが起きたときの避難行動① 地震

用語解説：一時避難場所

地域住民等が震災（建物の倒壊・火災延焼の拡大、
危険物の流出・漏えい、津波など）から身の安全を
図るため、一時的に避難する場所（公園・空き地・
防災農地・協定等により確保した場所など）

根拠・引用元
一時避難場所の定義：
・川崎市地域防災計画資料編第２部
・備える。かわさきp.5

用語解説：一時避難場所
（川崎市地域防災計画資料編第２部）
地域住民等が震災（建物の倒壊、火災の
延焼拡大、危険物の流出・漏えい、津波
等）から身の安全を図るため、一時的に
避難する場所。

（備える。かわさき）
近くの公園や空き地、防災農地など安全
確保のために一時的に避難する場所

図引用：「備える。かわさき」

揺れが起こったら、
情報収集・ご近隣の助け合いを兼
ねて、まずは一時避難場所へ！
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用語解説：一時避難場所

震災（建物倒壊・火災等）から身の安全を図るため、
一時的に避難する場所（公園・空き地・防災農地な
ど）。地域が自主的に決めるもの。大師公園などの
広域避難場所も一時避難場所とすることができる。

0626川崎市
一時避難場所の定義
を編集しました。



延焼クラスターと大規模延焼のリスク

用語解説：延焼クラスター

図中のピンク色で塗られているエリア
で火災が発生した場合に、周辺の建物
に次々と延焼し、広い範囲での焼失被
害を招く恐れのある集まりのこと

延焼シミュレーション動画

出火から数時間で町内全域に広がる
可能性を動画で確認（→動画再生）

個人でできる対策

消火器を家庭に備える

感震ブレーカーの設置
（数千円〜）

避難先までの経路を確認しておく

大師公園

川崎大師

東門前3丁目東門前小学校

大師小学校

（IDAメモ）
前回の防災講座でご覧いただ
いた動画を再生。
出火～630分後までのおよそ40
秒の動画。

② 火災

「通電火災」に注意

地震火災の原因の5割以上が電気由来。
停電復旧時に損傷した配線等から出火
する「通電火災」は、無人の部屋で発
生すれば延焼拡大の危険があります。

→感震ブレーカーの設置！

→避難時は必ずブレーカーを切る！
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川崎市0612
広域避難場所の説明を次のスライドに移
動させました。
対策等の火災に関するコラムを掲載いた
だきたいです。
【IDA0625】
内閣府資料などから通電火災の注意喚起
をいれました。



出火元や風向によって避難先
は変わります。そのため大師公園に
限らず、火元から距離がとれる場所
を確認しておきましょう（左の図を
参照）。

火災の際の避難行動

東門前3丁目

東門前小学校

大師小学校

大師公園

② 火災

「火元から離れる」が基本
（火源から100m以上の距離を確保）

広域避難場所

大師公園

用語解説：広域避難場所

震災やその二次災害（延焼火災など）
により、広域にわたって大きな被害が
予測される場合に、命を守るために避
難する場所。

大規模火災が発生したら

川崎市0612
広範囲の地図にしていただき
たいです。
（理由）
延焼クラスターの切れ目や太
い道路などが分かるようにし
たいため。
【IDA0625】
大師地区にかかる延焼クラ
スー全体が分かる広範図にし
ました。

根拠・引用元
広域避難場所の定義：
・川崎市地域防災計画資料編第２部
・備える。かわさきp.5
・川崎市防災ポータルサイト・避難場所・
避難所マップ

川崎市0612
・「延焼火災が起きたから大師公園に避難
する」というのではなく、
大規模火災が起きたら「火元から離れる」
ことが大事であり、「大師周辺だと火元か
ら距離が取れる場所として大師公園があ
る」という流れで説明したいため、左記の
ような提示方法にしました。
・出火元や風向によって避難先は変わるこ
とをお伝えしたいです。
【IDA0625】
対応しました。

川崎市0612
火災の際の避難行動のスライドを作成いた
だきたいです。
【IDA0625】
対応しました。

広範囲の図

（上から）
川崎競馬場
富士見公園
川崎競輪場
川崎富士見球場

409

409

川崎大師

火元から距離が取れる場所

延焼クラスターの範囲外など
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0626川崎市
「火元から離れる」
が大事な視点だと思
い、地図上の→を。
消しました。



津波の浸水リスク

川崎市の防災対策上の想定

慶長型地震（海底震源）を基準に想定

※地震発生から津波到達
まで約80分が想定

川崎市津波ハザードマップ
令和３年３月更新版

東門前3丁目

東門前駅

大師中学校

大師小学校

大師公園

東門前小学校

島忠

③ 津波

東門前3丁目の一部が
浸水：
0〜50cm
（床下～１階床上）

慶長型地震津波の基礎知識 川崎市0612
津波からの避難の説明を次のスライドに移
動させました。
津波に関するコラムを掲載いただきたいで
す。
【IDA0625】
川崎市津波ハザードマップの情報を引用し
ながらまとめました。

■ 想定地震：慶長型地震

■ 川崎港の最大津波高：約3.71m（満潮時）

■ 到達：地震から約80〜90分後

■ 川崎区の浸水範囲：区面積の約45%（約18.3km²）

揺れが小さくても大津波が来ることがあります！
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津波の際の避難行動

東門前3丁目

東門前駅

大師中学校

大師小学校

大師公園

東門前小学校

島忠

③ 津波

東門前3丁目の一部が
浸水：
0〜50cm
（床下～１階床上）

津波警報や大津波警報・津波注意報が発表されたら

東門前小・大師小・大師中・島忠
（すべて3階以上）

近くの「津波避難施設」

用語解説：津波避難施設
東京湾内に大津波警報・津波警報が発表された場合に、
津波から身の安全を図るために一時的に避難する場所

用語解説：津波避難場所
東京湾内に大津波警報・津波警報が発表された場合に、
津波から身の安全を図るために一時的に避難する場所

津波浸水想定区域外

津波警報が出たら津波避難施設等へ避難！

東門前小・大師小・大師中・島忠
（すべて3階以上）

近くの「津波避難施設」

または堅牢な建物の３階以上へ避難！

津波注意報が発表されたら

直ちに海や川から離れる！

堅牢な建物（鉄筋コンクリート造など）の３階以上

避難のポイント

✓ 原則として車は使わずに徒歩
で避難

✓ 津波警報や大津波警報・津波
注意報が解除されるまで元の
場所には引き返さない

根拠・引用元
津波からの避難方法：
津波ハザードマップ

津波避難施設の定義：
川崎市地域防災計画資料編第２部

津波避難場所の定義：
川崎市地域防災計画資料編第２部

川崎市0612
スペースが余ってしまった場合は、上記の
ような避難のポイントを記載してもいいか
と思います。
引用元：津波ハザードマップ
【IDA0625】
右下のスペースに配置しました。

川崎市0612
津波の際の避難行動のスライドを作成いた
だきたいです。
【IDA0625】
対応しました。

津波避難のポイント

✓ 原則、車は使わずに徒歩で避難

✓ 大声で周囲に声をかけながら逃げる

✓ 津波警報や大津波警報・津波注意報
が解除されるまで元の場所には引き
返さない。

川崎区内にある津波浸水予測区域外の広域避難場所
（大師公園、小田公園、川崎競馬場、川崎競輪場、川崎富士見球場） 7



津波浸水リスクの参考情報

参 考 相模トラフの巨大地震が起きた場合

・発生間隔：2千年から3千年
もしくはそれ以上

・川崎市内で最大2.9mの津波

が想定される（ただし地盤が
訳１ｍ沈降することを前提と
しているため、浸水面積は拡
大する）

・東門前地区全域が浸水エリア
に含まれる可能性

③ 津波

東門前３丁目付近 川崎市津波ハザードマップに、
参考情報として掲載されています。
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【まとめ】3つのリスクと、もう一つ知っておきたいこと

① 地震

・川崎直下型地震で周辺
50～100棟が全壊想定

・耐震化・家具固定を

② 火災

・南側が延焼クラスター
に指定

・木造密集で延焼拡大

③ 津波

・床下～床上浸水
（0～50cm）

・避難先への経路を確認
・津波警報が出たら津波
避難施設等へ避難

・消火器の備え、
感震ブレーカー設置を

・大規模火災時は大師公園
へ避難

これらが同時に起きる
「複合災害」について

川崎市0612
一通り災害リスク別の説明をした後に、
補足として複合災害の話をしたいです。
もし入れられそうであれば、マイタイム
ラインシートで作成いただいた背景地図
ver.2を入れていただければと思います。
【IDA0625】
図を配置し、複合災害リスクの説明を入
れました

凡 例

幅員4m未満道路

公園

出典：令和2年度都市計画基礎調査

延焼クラスター

津波浸水予想
（慶長型地震）

出典：川崎市津波ハザードマップ
（浸水範囲のみ表示）

複合災害リスク（右図参照）

◆延焼クラスター（ピンク）と津
波浸水予想（青）が重なるエリア

◆地震後に火災・津波が同時進行
する可能性を意味します

◆細い路地（赤い線）が多いので
避難経路の確認が大事です

大師公園

東門前
小学校

大師
小学校

大師
中学校
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・床下～床上浸水
（0～50cm）
・揺れの80分後に来る可能
性

0626川崎市
到達予想時間の表記
を削除しました



リスクが去った後の避難生活④ 避難生活

揺れや火災や津波のリスクが去った後は以下の場所で過ごすことになります。

ｃ※

自宅が安全

自宅

川崎市0612
マイタイムラインシートと同様に、それ
ぞれの災害リスクが去った後の避難生活
についての考え方についても追記いただ
きたいです。

※東門前3丁目の指定避難所は東門前
小学校ですが、緊急時はその他の避
難所にも避難は可能です。（要確
認）

用語解説：指定避難所
家屋の倒壊や焼失などで自宅で生活できな
くなった川崎市民が、一定期間避難生活を
送る場所

建物倒壊・倒壊の恐れあり

※
指定避難所

東門前小学校

または

家屋焼失

在宅版「備える。かわさき」
✓ 在宅避難に必要な情報を掲載し

た川崎市の防災冊子

✓ 各区役所・支所で配布中

✓ 右のQRコードからもご覧
いただけます

✓ 食料・飲料水を最低7日分備蓄

✓ 断水に備えた携帯トイレを準備

✓ 薬・常備品を7日分以上用意する

✓ 防災ラジオ等で情報を収集する

✓ モバイルバッテリーで通信手段を確保

✓ 近隣・地域での助け合いを心がける
根拠・引用元
指定避難所：
・川崎市防災ポータルサイト避難場所・避
難所マップ
・川崎市地域防災計画資料編第２部
・備える。かわさきp.5

在宅避難の主な備え

ご自宅が無事な場合は在宅避難が基本です

詳しくは右の

「在宅版 備える。かわさき」で確認を！
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0626川崎市
タイトルを変更しま
した。



【補足】災害発生後の避難の2段階

避難所

自宅

市立小・中学校など

上記以外の場合

火災・津波はないが
自宅が倒壊のおそれ

自宅で
生活は困難

自宅
が安全

大火災
が起きて
いる場合

（発災直後）安全確認と一時避難

津波の

恐れ有

自宅や周辺を確認

隣近所で情報共有
や助け合い

一時避難場所
近くの公園、空き地など

情報・状況収集

津波の情報を確認

火災・倒壊の発生状況など

避難生活

広域避難場所
大きな公園、緑地など

津波発生時の避難先：

用語解説：指定避難所
家屋の倒壊や焼失などで自宅で生活できなく
なった川崎市民が、一定期間避難生活を送る場
所
（市内の市立小中学校、市立高等学校等）

用語解説：指定緊急避難場所
切迫した災害の危険から一時的に逃れるための
場所で、災害の種類ごとに定める場所や施設
（市内の市立小中学校等や広域避難場所の中か
ら指定）

：指定避難所：指定緊急避難場所
IDA0703
指定緊急避難場所と指定避
難所の記載箇所にアイコン
を配置し、視覚的にも分か
りやすくなるよう配慮しま
した。
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地震版マイ・タイムライン シート(表面)

地震発生時に自分がとるべき行動を事前にチェックするシート。
日頃から記入・見直しをしておきましょう。 12



地震版マイ避難ルート（裏面）

自宅から一時避難場所・指定避難所等への避難ルートを書き込んでおくシート。
家族で事前に確認しておきましょう。 13
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